
壁貫通型ガス給湯器

安全上のご注意
この機器を安全に設置・使用していただくために、下記のことを必ずお守りください。
これらの注意事項は安全に関する重要な内容です。表示と意味は次のようになっています。

1

表　　　　　示 意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味
この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が死亡、重傷を負う
危険、または火災の危険が差し迫って生じることが想定される内容を示しています。

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が死亡、重傷を負う
可能性、または火災の可能性が想定される内容を示しています。

この表示は本機器を安全・快適に使うため是非守って設置工事をしていただきたい事柄を示しています。

¡ この機器は壁貫通型です。必ず給気・排気部が
屋外に面した壁面の外に出るようにしてくださ
い。

¡ 増改築などによって機器の排気が屋内に出るよ
うな状態にしたり、波板やビニールなどによっ
て囲いをすることもおやめください。排気が充
満し、一酸化炭素中毒の原因となります。

¡ 排気筒には、防火ダンパー
などは絶対に取り付けない
でください。

絵表示については次のような意味があります。

電源プラグを
コンセントから抜く

必ず行うこと

必ずアース線を
接続する

一般的な禁止

5111966005
2021-03-kg

KG511-1966×05（00）

この表示を無視して、作業を誤った場合に作業者が、またはその作業後の不具合によって使用者が軽傷を負う可能性
や物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

設置工事説明書

品　

名

RUX-HV161-E
RUX-HV161-E（H）
RUX-HV161L-E

外壁の延焼のおそれのある部分

防火
ダンパー

防火
ダンパー

耐火構造などの防火区画

設置工事は専門の資格者が行う
¡ 機器の設置・移動および付帯工事には専門の資格・技術が必要です｡
設置工事は必ずお買い上げの販売店または施工店に依頼し、有資格
者による正しい工事が行われるようにしてください｡ お客様ご自身
での設置工事は絶対に行わないでください｡ 思わぬ事故の原因とな
ります｡

工事される方へ
¡ この機器を安全に正しくご使用いただくため、この「設置工事説明書」
をよくお読みになり、正しい設置工事を行ってください。この設置
工事説明書の記載によらない設置が原因で生じた故障および損傷・
人身事故等は工事者の責任となります｡ また、製品の保証期間内で
も製品保証の対象となりません｡

¡ 設置工事はこの設置工事説明書と「ガス機器の設置基準及び実務指
針（一般財団法人日本ガス機器検査協会）」に従い、関係する法・条
例などを遵守してください｡

¡ 給排気に関する設置基準や防火上必要な処置などの設置条件は、こ
の設置工事説明書と「ガス機器の設置基準及び実務指針（一般財団
法人日本ガス機器検査協会）」に従ってください｡ これらの設置条件
を満たさない設置が原因で生じた故障および損傷・人身事故等は工
事者の責任となります｡ また、製品の保証期間内でも製品保証の対
象となりません｡

¡ この機器は日本国内向けです。海外での設置及び使用はできません。
海外での使用は、電圧・周波数・ガス種（ガスの成分）が異なり爆発・
火災・感電事故のおそれがあります。（You can use this 
equipment only in Japan.）

この機器の設置には資格が必要です。

アースする
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アース工事は必ず行う
¡ 電気工事の際は、必ずアース線をアース端子に接続してください。アース端子のない場合は必ずアース工事（D種接地工事）をしてください。
この場合の工事は、電気工事士の資格が必要ですので電気工事店へ工事を依頼してください。工事が不完全な場合は感電事故のおそれがあり
ます。

一般家庭用製品です
¡ この機器は、一般家庭用製品です。業務用（飲食店など）に使用すると、機器の寿命が著しく短くなります。製品の保証期間内の故障でも製品
保証の対象となりません。

ガス種の確認
¡ 機器本体正面に貼ってある銘板に表示してあるガス種（ガスグルー
プ）と、使用するガス種（ガスグループ）が適合していることを確
認してください。ガスの種類が一致しない状態で使用すると不完全
燃焼の原因となり大変危険です。このようなときはガス種に適した
機器に交換してください。

電源の確認
¡ 機器本体正面に貼ってある銘板に表示してある電源（電圧・周波数）
と使用する電源が適合していることを確認してください。異なる電
源で使用すると機器が破損したり火災の原因となることがありま
す。また使用する容量が十分か確認してください。

¡ 電源コンセント・アース端子の位置は、必ず浴室外から使用します
ので確認してください。無いときは電気工事店に工事を依頼してく
ださい。正しく工事をしないと感電事故になります。

水圧の確認
¡ この機器を使用するには、98.1kPa（1.0kgf/cm2）＋給湯配管の
圧力損失以上の水圧が必要です。これより低い水圧では機器の能力
が発揮できないことがありますので、水圧が十分あるか確認してく
ださい。水圧が低い状態で水温が高いとお湯が高温となりお客様が
やけどします。

機器周囲の雰囲気
¡ ガソリン・ベンジン・接着剤などの
引火性危険物を扱う場所、アンモニ
ア・塩素・硫黄・酸類などの腐食性
ガスの発生する場所には 設置しない
でください。爆発や火災の原因にな
り危険です。

¡ スプレー缶（殺虫剤・ヘアースプレー
など）を熱気の当たるところに置か
ないでください。熱でスプレー缶の
圧力が上がり爆発するおそれがあり
ます。

¡ 排気口周囲には燃えやすい物（紙・ビニール・植木など）を置かない
でください。火災の原因になります。

設置場所の確認3

設置前の注意2

¡ 施工される前に「 設置場所の確認」を必ずお守りください。これらの内容は安全に設置・使用していただくための重要な内容です。設置が
原因で生じた故障及び人身事故等は、工事者の責任となりますので注意してください。

¡ 沿岸部で潮風に当たりやすいなど、塩害が懸念される地域では、以下
の点に留意してください。
・ 機器は建築物の風下に設置する。やむをえず海岸面に設置する場合
は、機器に直接潮風が当たらないような防風措置を施す。
・ 水はけの良い場所に設置する。

・ 海から300m 未満の場所に設置する場合は、必ず「耐塩害仕様」
の機器を設置してください。
・ 「耐塩害仕様」は耐食性が向上する塗装であり、すべての腐食を防
ぐものではありません。

機器の確認
¡ この機器はソーラー（太陽熱温水）システムには接続できません。
接続すると機器が破損するだけでなく、設定温度より高温のお湯が
出てお客様がやけどします。

型式名
都市ガス用

13A 12A

電源　AC 100V　50/60Hz

21. 03
W

－

ガス種
（例　都市ガス
　　　12A・13A用）

製造年月
（例　2021年3月製造）

電源

建物

300m未満の場合は

潮風

海

機器

「耐塩害仕様」の機器にすること
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機器の設置場所
¡ この機器は壁貫通型です。必ず給気・排気部が屋外に面した壁面の
外に出るようにしてください。また、屋外でも給気・排気が十分に
できる場所に設置してください。なお、波板やビニールなどによっ
て囲いをすることもおやめください。排気が充満し、一酸化炭素中
毒の原因となります。

¡ 車両・船舶への設置はできません。機器の故障原因となります。ま
た思わぬ事故を起こすおそれがあります。

¡ 積雪で機器の給気口及び排気口が塞がれるおそれがあるときは、防
雪の処置を行ってください。なお、この場合も給排気の設置基準は
必ず守ってください。

¡ 近隣の家と騒音などによるトラブルが生じないように、設置には十
分注意してください。特に隣家の窓などにご注意ください。熱風が
入り苦情になることがあります。また壁などの反響などによって音
が大きくなることがありますので注意してください。

設置方式
¡ 共用給排気ダクトへの設置はできません。したがって、ダクト式
（BF-D 方式・FF-D 方式）で設置されている機器からの取り替えに
使用することはできません。

¡ 共用片廊下への設置はできません。
¡ チャンバーへ設置する場合は、ＢＦ－Ｃ方式に設置してください。
また、チャンバーへ設置する場合は、チャンバーアダプターなどの
別売品が必要です。取付方法は、それらに同梱の工事説明書をご覧
ください。 

Uダクト SEダクト

共用片廊下

¡ 機器取り付けの壁厚は、最大400mmです。水平部分は50mm
以上必要です。50mm未満の場合は設置台A（別売）を使用して
ください（RUX-HV161L-E に厚壁アダプターを使用したときは
400～ 700mmです）。

¡ 機器取付用木枠を除き、機器周辺壁の構造及び仕上げ（下地を含む）
は不燃材料でなければ、取り付けできません。但し、戸建設置用ス
リーブA（別売）を使用すれば木造住宅等の可燃壁に取り付けでき
ます。

¡ 機器取り付け壁穴寸法は、幅230mm×高さ340mm以上必要
です。

¡ 機器取り付け壁穴高さは、壁穴中心から浴槽台まで470mm以下
にしてください。

取付壁厚
最大400

水平部
50以上

アールを
つけない

230以上

3
4
0
以
上

設置台

設置台

150以上

浴槽置台

開
口
部
中
心
ま
で

47
0以
下

取り付け壁の構造・大きさ

¡ 機器と「不燃材料以外の材料による仕上げをした建築物等の部分」
との離隔距離は、次図の距離をとってください。

※ （ 　）内は厚さ3mm以上の金属以外の防熱板がある場合の離隔距
離

不燃材料以外の材料による仕上げをした
建築物等の部分との離隔距離

（単位：mm）

¡ 機器排気口と建物開口部（窓など）との離隔距離は図の距離をとっ
てください（明かり取り用窓または使用時に閉める窓は除きます）。

¡ 機器の排気口から、下記寸法を壁面に投影した範囲内に、燃焼排ガ
スが室内に流入するおそれのある開口部がないことが必要です。た
だし、排気口から600mm以上離れた部分は除きます。

¡ 線入板ガラスの耐熱強度は、一般ガラスの約半分程度で割れやすい
ため機器の排気方向（1ｍ以内）に線入・網入板ガラスなどがある
場合、燃焼排ガスの熱でガラスが割れるおそれがありますので、設
置を避けるか排気方向を変更してください。

建物開口部との離隔距離

300以上 600以上

150
以上

（45以上）

150
以上

（45以上）

（単位：mm）

（単位：mm）

30
0

15
0

※上図のＡが600ｍｍ以上であれ
　ば斜線の範囲内でも可。
※上図のＡが600ｍｍ以上であれ
　ば斜線の範囲内でも可。

この範囲にこの範囲に 建物開口部
がないこと
建物開口部
がないこと

150 150

600 窓など

A

−3−



¡ 浴室のドアが正面にある場合 (Ｄ 2の場合 ) 浴室幅は浴槽回転必要
寸法以上であることを確認してください。

 浴室幅（W）≧回転必要寸法（G）＋20（余裕寸法）

 ※参考 　
 　 Eは浴槽脚含む寸法

G＝ E2＋F2

250以上

上方障害物 上下突出物 くぼみ

600以上
100以上

10
00
以
上

10
00
以
下

10
0以
上

¡ 排気口の上方250mm以内に障害物を設けないでください。
¡ 上下、側方の障害物は、図の距離をとってください。

障害物との離隔距離

Ｌ
Ｄ1

Ｄ
2 Ｗ

浴槽

機器本体
後面設置

機器本体側面設置

Ｇ

Ｆ

Ｅ

障害物がある
と浴槽を引き
だせない

図のＡ部分に障害物
があっても浴槽の取
り出しは可能です。

65mm

5
7
0
m
m

5
7
0
m
m

50
0m
m

8
0
m
m

210 80

Ａ

15
0m
m

¡ 浴室の大きさは次の寸法が必要です。

¡ 斜線部内に障害物がないことを確認してください。

¡ 給水・ガス栓がエプロン脱着に支障のないようにしてください。
¡ 浴槽の位置・大きさを変更するときは、浴槽台・排水口の位置を確
認してください。確認後、新設または移動が必要な場合は、排水口
及び排水経路に注意して工事を行ってください。

¡ 機器の点検修理の際、浴槽を移動しなければなりませんので落とし
込み・埋め込み方式には設置できません。

浴室・浴槽の大きさ・保守点検スペース

浴室幅（W） 浴室奥行（L） 入口寸法（D）
専用浴槽を
使うとき

浴槽幅＋
20以上 浴槽奥行＋

550以上 浴槽高さ以上
カウンターセットを
使うとき

浴槽幅＋
110以上

（単位：mm）

（単位：mm）

（エプロンの着脱）

¡ シャワー金具（別売）の取付方法は、シャワー金具の工事説明書を
ご覧ください。

燃焼排ガスについて
¡ 燃焼排ガスが直接建物の外壁や窓・ガラス・網戸・アルミサッシな
どに当たらないよう設置してください。変色・破損・腐食の原因と
なります。設置場所の選択で対処できない場合は、排気吹き出し方
向を変更するなどの処置をしてください。

¡ 植物やペットなど、燃焼排ガスによって加熱されると困るものや悪
影響を受けるものの周囲には設置しないでください。設置場所の選
択で対処できない場合は、5ページの「 5 別売部品」にある排気ガー
ド7型で燃焼排ガス吹出方向を変更するなどしてください。

¡ 他の燃焼機器と向かい合うような場所への設置は避けてください。
お互いの燃焼排ガスを給気して、不完全燃焼などの原因になるおそ
れがあります。他に設置場所がない場合は、別売の排気ガード7
型で燃焼排ガス吹出方向を変更し、どちらの機器も新鮮な空気を給
気できるようにしてください。

電源コード

取入口

（コンセント）

アース

漏電ブレーカー

¡ この機器の入力電圧はAC100Vで、漏電ブレーカーを経由して機
器本体に接続されます。同梱の漏電ブレーカー付コード以外は使用
しないでください。

¡ 電源は必ず浴室外のアース付コンセントを使用します。コンセント
及びアース端子を設ける必要のあるときは、必ず電気工事店に工事
を依頼してください。

浴室の周囲の条件

−4−



部品名 型式 備考

接続筒S
（＊は受注生産品です）

120mm UBS-120

ユニットバス取付時に使用

140mm UBS-140
160mm UBS-160
180mm UBS-180
200mm UBS-200
220mm UBS-220
240mm UBS-240
260mm＊ UBS-260
280mm＊ UBS-280
300mm＊ UBS-300

UB接続筒B HL-UBSB ユニットバス取付時に使用（埋込型）
戸建設置用スリーブA HL-KSA 在来工法の浴室への取付時に使用

ウインドサッシュ用金具

－50 HL-WSW(A) 調整幅 30～ 50mm
－90 HL-WSW-90(A) 調整幅 50～ 90mm
－150 HL-WSW-150(A) 調整幅 90～ 150mm
－220 HL-WSW-220(A) 調整幅 140～ 220mm

設置台A HL-SDA 貫通壁水平部が50mm未満の場合に使用
台所リモコン MC-145V
2芯ケーブル UC-25- □□
台所端子セット UX-2-C

シャワー金具

M1 HL-SS-M1
MS HL-SS-MS
MK1 HL-SS-MK1

寒冷地用
MKS HL-SS-MKS
C1 HL-SS-C1

一時止水タイプ
CS HL-SS-CS

カウンターセット 90 HL-KTS-90 幅 90mmタイプ
カウンターアダプター M1A HL-KAD-M1A
チャンバーアダプタ HL-CADA チャンバー設置時に必要
チャンバートップ HL-CTA チャンバー設置時に必要（トップ同梱）
厚壁アダプター HL-AAD1650 壁厚400mm超の場合に使用
排気ガード7型 KGOP-HL301
水撃緩衝器 HL-SK(A)

付属部品4
¡ 下記の付属部品が同梱されています。設置工事の前にご確認ください。

別売部品5
¡ 別売部品は機器の必要に応じて別途お買い求めください。

部品名 形　状 個数 備　考

電
気
工
事
部
品

漏電ブレーカー
付電源コード
（6m）

1個

圧着端子
（Y型） 3個 ツメ有り2個

ツメなし1個

部品名 形　状 個数 備　考

取扱説明書
（保証書付）

設置工事説明書
各1部

機
器
取
付
部
品

木ねじ
（φ4.8×ℓ38） 4本

木ねじプラグ
（SX 6×30） 4本

平座金 4個

¡ 別売部品は、必ず指定されたものを使用してください。指定以外のものの使用が原因で生じた故障および損傷・人身事故等の責任は工事者
の責任となります。また製品の保証期間内でも製品保証の対象となりませんので注意してください。別売部品の形状および取付方法は別売
部品に同梱の工事説明書をご覧ください。

浴室リモコン
BC-140V-HOL 1個 リモコンケーブル

3m

−5−



標準設置図・外形寸法図（単位：mm）6

台所リモコン（別売品）

給湯配
管

機器本体

浴槽

浴室リモコン シャワーハンガー

シャワー金具Ｍ1、C1
（別売品）　MS、CS

給水・給湯配管

給湯接続口

ガス接続口
ガス栓

給水元栓

給水
接続口

排水栓

リモコン線
（別売品）

アース線
漏電ブレーカー

浴室リモコン

漏電ブレーカー
とアース線

コンセント・
アース端子
（浴室外）

機器本体

接続図

給湯配管
（台所や
  洗面所などへ）

給水配管

給湯配管リモコン線

給水元栓

電
源
取
出
口

ガ
ス
接
続
口

給
湯
接
続
口

給
水
接
続
口

ガス栓

シャワー金具

台所リモコン
（別売品）

給湯配
管

機器本体

浴槽

シャワーハンガー

シャワー金具ＭK1
（別売品）　MKS

給水・給湯配管

給湯接続口

ガス接続口
ガス栓

給水元栓
（水抜き機構付）

給水接続口

排水栓

リモコン線
（別売品）

アース線

水抜きバルブ

漏電ブレーカー

台所リモコン（別売品）

浴室リモコン

浴室リモコン

漏電ブレーカー
とアース線

コンセント・
アース端子
（浴室外）

機器本体

接続図

給湯配管
（台所や
  洗面所などへ）

給
水
配
管

給湯配管リモコン線

給水元栓
（水抜き機構付）

電
源
取
出
口

ガ
ス
接
続
口

給
湯
接
続
口

給
水
接
続
口

ガス栓

水抜き
バルブ

シャワー金具

台所リモコン
（別売品）

標準設置図

寒冷地用設置図

排気口

給気口

¡ RUX-HV161L-E
は、給排気部の形状
が図と異なります。

排気口

給気口

¡ RUX-HV161L-E
は、給排気部の形状
が図と異なります。
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①
（後面）

（側面）

Ａ

Ｂ

（後面）

（側面）

②
Ｃ

Ｄ

（後面） （後面）

（側面） （側面）

③ ④
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

機器本体：Ａ・Ｂ
浴槽　：右排水口

機器本体：Ｃ・Ｄ
浴槽　：左排水口

機器本体：Ａ・Ｂ
浴槽　：左排水口

機器本体：Ｃ・Ｄ
浴槽　：右排水口

設 置 形 態

機器本体外形寸法図

¡ RUX-HV161L-E は、給排気部など一部の形状が図とは異なります。
¡ 対応壁厚は、RUX-HV161-E・RUX-HV161-E（H）は50～ 400mm、RUX-HV161L-E は
厚壁アダプターHL-AAD1650を使用した状態で400～ 700mmです。

¡ 壁厚が50mm未満の場合は、別売の設置台Aを使用してください。

1
4
5
.5

2
3
0
.5

ガス接続口（R1/2）

給湯接続口（G1/2B）

給水接続口（G1/2B）

400
（壁内埋込可部）

26

25

4
0
5
3
5
3 4
5

10

8

510

6

50 400
（壁内埋込可部）

3
6

2
0
4

1
6
7
.6

14 給気口

224

3
3
5

2
5

1
5

164.5

225

7
4

1
3
2

1
1
8

(壁
固
定
ピ
ッ
チ
)

253
（機器取付ピッチ）

291

32
2
1（
給
水
）

3
7（
給
湯
）

3
9

（
ガ
ス
）

4
0
4

6-36×9
（長円）

85
給水接続口（G1/2B）

給湯接続口（G1/2B) ガス接続口（R1/2）

排気口

24

50

27

9
5
.5
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機器の設置7

¡ この機器は約17kg の質量がありますので、壁面・木枠等に十
分な強度があるか確認してください。強度不足のときは必ず補強
工事を行ってください。

¡ 木枠等の取付枠が傷んでいるときは、補修工事を必ず行ってくだ
さい。その際、取付枠底部は水平にしてください。

¡ ユニットバス壁面が強度不足のときは補強工事を必ず行ってくだ
さい。

在来工法の浴室に取り付ける場合
¡ アダプターやスリーブ、枠などを新たに既設の穴に設置する必要が
ある場合、その設置方法については各製品の工事説明書を参照して
ください。既に補強工事がされてあり、また継続して使用できる設
置用の枠などが取り付けられている場合には、下記に従って機器本
体を取り付けてください。

（1）機器本体のフロントカバーを外します。
（2）機器本体を壁穴に差し込みます。
（3）機器本体のフランジ部を同梱のねじで既設の枠に固定します。既
設の枠など条件により、取付方法が異なりますので注意してくださ
い。

RUX-HV161L-E を設置する場合は…
¡ 厚壁アダプターHL-AAD1650が必要です。
 取付方法は厚壁アダプターに同梱の工事説明書をご覧ください。

チャンバーに設置する場合には…
¡ チャンバーアダプターHL-CADAが必要です。
 チャンバーアダプターの取付方法は、チャンバーアダプターに同梱
の工事説明書をご覧ください。

ユニットバスに取り付ける場合

¡ 機器本体の設置には、接続筒などが必要です。
¡ 不適当なアダプターなどが取り付けられている場合には、当社別売
の接続筒SかUB接続筒Bに取り替えてください。

（1）機器本体のフロントカバーを外します。
接続筒Sが既に貫通穴に取り付けられている場合
① 接続筒Sを壁から取り外し、上段のボルト2本を取り外した状
態で再度壁に取り付けます。

② 「金枠・PC枠の場合」の「B）」の②～④の手順に従って機器
本体を取り付けます。

新たに接続筒Sを貫通穴に取り付ける場合
① 接続筒Sの下段の穴のみに壁側からボルトを取り付けた状態で
貫通穴に設置します（上段の穴にもボルトを入れると、機器本
体と干渉し、設置することができません）。接続筒Sの設置方
法は接続筒に同梱の工事説明書をご覧ください。

② 「金枠・PC枠の場合」の「B）」の②～④の手順に従って機器
本体を取り付けます。

UB接続筒Bを貫通穴に取り付ける場合
① UB接続筒Bの取付方法はUB接続筒Bに同梱の工事説明書を
ご覧ください。

② 機器本体を接続筒に差し込み、機器本体のフランジ部を同梱の
平座金と接続筒に同梱のトラスねじで接続筒に固定します。

（4）機器本体にフロントカバーを取り付けます。

木枠の場合
同梱の木ねじ（φ4.8 ×ℓ38）に平座金を入れ固定します（パッ
キンをかみ込まないよう注意してください）。

フロントカバー
機器本体

木枠

壁

ねじ

木ねじ
平座金

金枠・PC枠の場合
A） 既設のボルトが位置関係などを含めてすべて使用可能なとき
は、六角ナットなどで固定してください。

B） 既設のボルトが使用可能であってもその上下の間隔が機器本
体と合わない場合には、下段（2本）のみ使用します。
① 上段のボルト2本を切断してください。
② 機器本体の穴位置に合わせて枠の適当な位置に木ねじ用下
穴（φ6、深さ40mm）をドリルであけます。

③ 下穴にコーキング剤を注入し、同梱の木ねじプラグを打ち
込みます。

④ 機器本体のフランジ部を同梱の木ねじ (φ 4.8 ×ℓ38) に
平座金を入れ固定します（パッキンをかみ込まないよう注
意してください）。下段のボルトには、A）と同様に六角ナッ
トなどで固定します。

C） 既設のボルトがすべて使用不可能な場合には、上下4本とも
切断し、上記の手順の②～④に従って取り付けてください。

木ねじ

フロントカバー
機器本体

木ねじプラグ

切断面は
ヤスリ
仕上げ既設の

ボルト

金枠またはPC枠
壁

ねじ

六角ナット＊

平座金

＊六角ナットなど確実に固定で
きるものを使用してください。

イラストは、B）の場合の例です。
A）の場合には、4ヵ所とも六角ナッ
トなどを使用してください。
C）の場合には、すべてに木ねじプ
ラグと木ねじを使用してください。

（2）機器本体にフロントカバーを取り付けます。

木ねじ

フロントカバー

機器本体

接続筒S

外壁開口部ユニットバス壁

ねじ

六角ナット＊

木ねじ

平座金

＊六角ナットや接続筒Sに同梱されている蝶ナットなど、
確実に固定できるものを使用してください。

イラストは接続筒Sの設置例です。

機器本体を設置す
るときに干渉する
ようであれば、上
段のボルトを取り
外してください。

¡ チャンバーに設置する場合でも、本機器は風量切替スイッチを含
むディップスイッチの変更は必要ありません。
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電気工事8

¡ 本機器は、電気設備技術基準によるD種接地工事
（アース工事）が必要です。接地工事が不完全な場
合は感電の原因になることがあります。

¡ アース棒などを使用する接地工事は、電気工事士
が行ってください。

¡ コンセントはアース端子付のものを、必ず浴室外の屋内より使用
してください。漏電ブレーカーは防水構造ではありません。

¡ アース線は絶対にガス管・水道管・避雷針・電話のアース線に接
続しないでください。思わぬ事故の原因になります。

¡ 電源コードを接続する際は、漏電ブレーカーをコンセントから抜
いてください。感電・故障のおそれがあります。

電源コードの取入れ・ブレーカーの取り付け
（1）機器からアース端子付コンセントまでの経路を決めます。
 コンセント位置は必ず浴室外の屋内にします。
　 浴室内の電源コード経路は、入浴中や掃除時にコードを傷めない位
置（浴槽の裏側）に通します。

　 電源コードの貫通位置は、水が直接かからない位置を選定します。
（2）電源コードを通す穴を壁にあけます（勾配を設けてください）。
※ 取入口穴径は内径φ13以上です。

電源線・アース線の接続
（1）電源コード先端の保護チューブを取り去り、配線取出口に電源コー
ドを通します。

（2）電源コードの白線・黒線を電源端子台に接続します。緑線をアー
ス端子（「E」の文字で表示）に固定します。

※ 電源コードが長すぎて余る場合は、端子側を切断します。切断後コー
ドの端末に圧着端子（同梱）をカシメて固定します。

（5）電源コードはコードステッカなどで処理します。

※ 試運転まで、コンセントに漏電ブレーカーを差し込まないでくださ
い。

（3）電源コードを浴室内に通線します。
（4）電源コードを通線後、水じまいの為シール材でコーキングします。

¡ この機器は、ＡＣ100Ｖ (50Hz/60Hz) 電源を使用し、漏電ブレー
カーを経由して機器本体に接続されます。同梱の漏電ブレーカー以
外は絶対使用しないでください。

浴室外
（洗面所など）

2
0
0
～
5
0
0
m
m

φ
1
3

浴室内

アース端子

アース線

コードステッカ

漏電ブレーカー

漏電ブレーカー

パッキン
（浴室側）

コーキング

電源用コード

拡大図 電源端子台

アース端子

圧着端子
（ツメ有り）

圧着端子
（ツメなし）

コードクリップ

配線取出口

凍結予防
ヒーター

電源コード

¡ 電源コードやリード線を、給湯パイプや給水パイプに取り付けら
れている凍結予防ヒーターに触れないように取り回してくださ
い。

　 ヒーターの熱により被覆が損傷し、思わぬ事故や故障の原因とな
ります。　

アースする
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給水・給湯配管工事10

機器との接続
（1）機器の配線取出口にリモコン線を通し、リモコン線のコネクター
を接続します。 

（2）コードクリップで浴室リモコン線を固定します。
（3）台所リモコン線はビニールテープまたはタイラップなどで浴室リ
モコン線と束ねます。

¡ リモコン線が長すぎて、きれいに納まらない場合には、タイラップ
などを使って束ねてください。

リモコンの取り付け
¡ この機器に適合するリモコンは、下表の通りです。

¡ リモコンの取付方法は、リモコンに同梱の工事説明書をご覧くださ
い。

¡ リモコンの取り付けの際は、設置場所・リモコン品名を確認してく
ださい。

使用個数
設置場所

浴室 台所・洗面所
2個 BC-140V-HOL（付属） MC-145V（別売）
1個 BC-140V-HOL（付属） －－－－－－－－－－

配線取出口

浴室リモコンの接続 台所リモコンの接続

コード
クリップ

  台所リモコン線
（別売品）

  浴室リモコン線
（浴室リモコンに付属） リモコン接続

コネクター

台所リモコン線接続子
（圧着カシメ）

圧着カシメ

凍結予防
ヒーター

浴室
リモコン線

AC100V
電源線

電装基板

台所
リモコン線

配線取出口

・ビニールテープまたは
　タイラップなどで束ねて、
　抜け防止をしてください。

・防滴カバーを外した
　場合は必ず元の位置
　に取り付けてくださ
　い。

突合せ形接続子
（本体側にあらかじめ
　接続してあります）

¡ 配管工事は水道事業者の指定工事店に依頼し、水道事業者の規定に
従ってください。

¡ 水源に市水道を使用する場合は、各市町村水道局の条例に基づき施
工してください。

¡ 配管工事は、水道事業者の指定工事店に依頼してください。
¡ 配管材料は、関係水道局の承認または検査合格したものを使用して
ください。

¡ この機器をお客様に快適に使っていただくには、給水圧が78.5 ～
589kPa（約0.8 ～ 6kgf/cm2）は必要です。特に給水圧が低い場
合には、機器の能力が十分に発揮されず、お客様とのトラブルの原
因にもなりますので、加圧ポンプを設置するなどの対策を講じてく
ださい。

※ 給水圧は通水時の圧力です。
¡ 給水圧が高い場合は、減圧弁、別売の水撃緩衝器などを取り付けて
ください。

¡ 接続の際は、必ずダブルスパナで締め付けてください。
¡ 接続口径は、15A（G1/2B）です。

フレキ管

分岐
ジョイント

配管を固定する
（防水槽は避けてください）

¡ リモコン線やリード線を、給湯パイプや給水パイプに取り付けら
れている凍結予防ヒーターに触れないように取り回してくださ
い。

　 ヒーターの熱により被覆が損傷し、思わぬ事故や故障の原因とな
ります。　

リモコン工事9

¡ リモコン・リモコン線の工事の際は、必ず漏電ブ
レーカーをコンセントから抜いて工事をしてくだ
さい。漏電ブレーカーを抜かないで工事をすると、
機器が破損したり、リモコンが作動しないことが
あります。リモコンが作動しないときは、漏電ブ
レーカーを一度抜いてから再度コンセントに差し
込んでください。

¡ 配線に関する基準は、電気設備技術基準・内線規程等を参照してく
ださい。

¡ 機器からリモコンまでの接続はＤＣ24Ｖ以下で、この配線工事は
「小勢力回路の工事」に該当し、電気工事士の資格がなくても工事
できますが、電気設備技術基準にあった工事を行ってください。

¡ 機器の取り外しを容易にするため、フレキ管接続等を使用してくだ
さい。

¡ 給水接続する前に必ず水を通して配管内の切粉・砂・ごみなどを流
してください。そして接続後、機器の通水テストを行い水漏れのな
いことを確認してください。

¡ 給水元栓の位置は、浴槽の据え付け引き出し作業に支障がないよう
にしてください。
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¡ 給湯配管には、鉛管、水道用塩化ビニール管は絶対に使用しない
でください。水道用塩化ビニール管は高温の際配管が破損し危険
です。

¡ 本機器を温泉水や自家用井戸水で使うと水質によっては、機器内
の配管内部に異物が付着するなど耐久性を損なう場合がありま
す。

標準仕様
1．給水配管
（1）既存の水栓が単水栓の場合は、分岐水栓またはアングルバルブに
変更します。

（2）分岐水栓またはアングルバルブの接続口と機器給水接続口の間に
分岐を設け、配管工事をします。
※ 分岐の一方を機器給水接続口へ、一方をシャワー金具（別売）
へ接続します。

※ 機器給水接続口までの配管は、サドルバンドなどで固定してく
ださい。

2．給湯配管
（1）機器本体の給湯接続口から配管します。接続口径は、15Ａ（G1/2）
です。
※ 給湯接続口からの配管は、サドルバンドなどで固定してくださ
い。

（2）台所などへ給湯配管する場合は、給湯配管途中にさらに別の分岐
を設け、分岐してください。
※ 配管途中に空気だまりのできるような配管はしないでください。
※ 接続の際は、必ずダブルスパナで締め付けてください。
※ 給湯栓は、通水抵抗の少ない混合水栓を使用してください。シャ
ワーヘッドは、極力瞬間湯沸器用の圧力損失の少ないものを使
用してください。

機器本体

給湯配管

シャワー金具Ｍ1
（別売品）　ＭS

給湯接続口
15A（G1/2B）

給水元栓

給水接続口
15A（G1/2B）

給水分岐ジョイント

給水配管

給湯配管

標準仕様の配管例

寒冷地仕様
1．給水配管
（1）既存の水栓が単水栓の場合は、分岐水栓またはアングルバルブに
変更します。

（2）分岐水栓またはアングルバルブの接続口と機器給水接続口の間に
分岐を2か所設け、配管工事をします。
※ 最初の分岐の先に水抜き用バルブを取り付けます。次の分岐の
一方を機器給水接続口へ、一方をシャワー金具（別売）へ接続
します。

※ 配管の取り回しは、水抜きのため、2°以上の勾配をつけてくだ
さい。

※ 機器給水接続口までの配管は、サドルバンドなどで固定してく
ださい。

2．給湯配管
（1）機器本体からの給湯配管途中に分岐を設け、配管工事をします。
接続口径は、15Ａ（G1/2）です。
※ 分岐の一方をシャワー金具（別売）へ接続し、もう一方の分岐
には水抜き用バルブを接続します。

※ 配管の取り回しは、水抜きのため、2°以上の勾配をつけてくだ
さい。

※ 給湯接続口からの配管は、サドルバンドなどで固定してくださ
い。

（2）台所などへ給湯配管する場合は、給湯配管途中にさらに別の分岐
を設け、分岐してください。
※ 配管途中に空気だまりのできるような配管はしないでください。
※ 接続の際は、必ずダブルスパナで締め付けてください。
※ 給湯栓は、通水抵抗の少ない混合水栓を使用してください。シャ
ワーヘッドは、極力瞬間湯沸器用の圧力損失の少ないものを使
用してください。

機器本体

給湯配管

シャワー金具ＭK1
（寒冷地用）ＭKS
（別売品）

給湯接続口
15A（G1/2B）

水抜き用
バルブ

2°以上の勾配をつける

給水分岐
ジョイント

給水元栓
（必ず、水抜き機構の付いた
 給水栓を使用してください）

給水配管

給湯配管

給水・給湯配管

上下50mm以上あける（水抜きバル
ブを開閉できる程度の間隔）

＊

＊

給水接続口
15A（G1/2B）

寒冷地仕様の配管例

¡ 機器本体を設置するための壁貫通穴が
給水元栓や排水口とは反対側にあるな
どの理由で、機器から遠い位置にシャ
ワー金具を取り付ける場合には、浴槽
のエプロン側へ給水や給湯の配管を取
り回してください（右図参照）。

 また、後日の点検・保守などのため必
ずエプロン側にジョイントを設けて、
そこで配管が脱着できるようにしてく
ださい。

ジョイント給水・給湯配管

浴室壁側

エプロン側

浴槽
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ガス配管工事11

¡ ガス配管工事は、ガス供給事業者の指定工事店に依頼してください。
¡ 機器を設置する場所にガス栓がない場合、またはあっても位置や寸
法が適切でない場合は、新設・移設・交換等が必要です。ガス供給
業者に相談のうえガス栓を必ず取り付けてください。

¡ 接続口径は、15Ａ ( Ｒ 1/2) です。 BF型可とう管
ガス栓

13mmS型継手付
強化ガスホース

ガス接続口

設置工事後の確認12
¡ 設置工事が終わりましたら機器まわりの工事について点検を行い、
チェックリストにもとづいてもう一度確認してください。

¡ 可燃物との距離および防火上の処置が十分ですか。
¡ 日常の使用および点検に支障をきたしませんか。
¡ リモコンの取付状態は正常ですか。

機器およびその周辺

¡ 給水元栓を全開にしてから給湯栓を開き、水が出てくるのを確かめ
てから給湯栓を閉じ、配管に水漏れがないことを確認してください。

給水・給湯配管

¡ ガス配管にガス漏れがないことを確認してください。

ガス配管

点 検 項 目 点 検 内 容 参考項目 チェック

機
器
お
よ
び
そ
の
周
辺

ガ ス 種 使用するガスは、銘板に記載のあるガス種に適合していますか。 2

電源（電圧・周波数）使用する電源は、銘板に記載の電源電圧（100V）、周波数（50Hz-60Hz）に適合していますか。 2

可燃材料との離隔距離 可燃材料との離隔距離、火災予防上の措置は十分ですか。 3

保守・管理上の空間 点検・修理に必要な空間はありますか。 3

水 平・ 安 定 設 置 機器は水平・安定に設置され、ガタツキ・ねじのゆるみなどはないですか。 7

給 水 給 湯 配 管

給水元栓を開け、すべての給湯栓を開けて水の出ることを確認しましたか（配管中のエアー
抜き）。 10

配管接続部から水漏れはありませんか。 10

水フィルターにごみが詰まっていませんか。 10

給水配管・給湯配管と機器の接続は確実ですか。逆接続はありませんか。 10

ガ ス 接 続 工 事 接続は正しく施工され、ガス漏れはありませんか。 11

電 気 工 事
電源工事は指定通りの工事がされていますか。 8

アース線の接続は確実ですか。 8

■チェックリスト

十分、給排気できる場所に設置されていますか。 3

給排気の設置不良はありませんか。 3
給 排 気

ガス配管の例

機器へのガス接続に必要な資格について
¡ 都市ガス用機器の場合、内管工事士・簡易内管施工士・ガス機
器設置スペシャリスト・ガス可とう管接続工事監督者のいずれ
かの必要な資格を有する者が施工すること。

¡ LP ガス用機器の場合、液化石油ガス設備士の資格を有する者が
施工すること。（ガス機器設置スペシャリストは「燃焼器用ホー
ス」の交換のみ施工可能）

　 なお、液化石油ガス設備工事を行う事業者は、事業所ごとに所
在地を管轄する都道府県知事に「特定液化石油ガス設備工事事
業開始届書」を提出する必要があります。

¡ ガス接続は強化ガスホース・ガス用金属可とう管・鉄管で配管して
ください。但し施工時下記に注意してください。
・ ガス接続で鉄管となる場合は、必ずユニオンジョイントで接続し
てください。

・ 保守・点検のため、ガス管の接続が取り外しできるように配管し
てください。

¡ 接続の際は、必ずダブルスパナで締め付けてください。
¡ 配管工事後は、機器との接続部のガス漏れ検査を必ず行ってくださ
い。
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¡ 通水後給水栓を閉じ給水接続口にある水フィルターを取り外し、
水フィルター部についたごみなどを水で洗い流してください。清
掃後水フィルターを取り付けるときは、元通りにねじ込んで取り
付けてください。

試運転の準備
（1）全ての給湯栓が閉じていることを確認し、給水元栓を全開にしま
す。

（2）給水栓を開け、水が出ることを確認して閉じます。
（3）アース線を接続し、漏電ブレーカーをコンセントに差し込みます。
必要に応じて、漏電ブレーカーに付属の取付補助具を取り付けてく
ださい。リモコンの点灯を確認します。

（4）漏電ブレーカーの作動を確認します。
（5）ガス栓を全開にします。

給湯の試運転
（1）リモコンの運転スイッチを「入」にします（表示部が点灯します）。
（2）給湯栓を開き、給湯燃焼ランプが点灯し、お湯が出ることを確認
します。

（3）給湯温度スイッチを操作して、湯温が変わることを確認してくだ
さい。

湯はりの試運転
■湯はり量の設定（浴室リモコンまたは台所リモコンで行います）
① 浴室リモコンの場合は、フタの中にある
お湯はり湯量スイッチを押すと、リモコ
ンの表示画面にふろ湯量表示が点灯しま
す。

 台所リモコンの場合は、湯はりスイッチ
を押すと、リモコンの表示画面に湯はり
量が表示されます。

② 台所リモコンの▼または▲スイッチ（台所リモコンの場合は
　 または　 スイッチ）を押して、お客様宅の浴槽の大きさ
に合った湯はり量に設定してください。
¡ 設定できる湯はり量は下図の16通りです。
 400、990、また 80、60リットルにしたいときは、▲
または▼スイッチ（台所リモコンの場合は　 または　
スイッチ）を1秒以上押し続けてください。

水位表示

ふろ湯量表示

水位表示

湯はり量表示

台所リモコン浴室リモコン

初期設定→

浴室リモコン
表示なし
表示なし
12
11
10
9
8
7
6
5
4
3
2
1
1
1

台所リモコン
表示なし
表示なし
6
6
5
5
4
4
3
3
2
2
1
1
1
1

湯量（リットル）
990
400
350
300
280
260
240
220
200
180
160
140
120
100
80
60

水位表示（下から）

③ 浴室リモコンの場合、お湯はり湯量スイッチを再度押すと操
作が完了します。

 台所リモコンの場合、湯はり量を設定／変更したらそのまま
にしてください。10秒経過すると湯はり量表示が消灯し、設
定が完了します。

13試運転

¡ 試運転を始める前に、誤配管をしていないか確認してください。
特にガス接続口に給水を接続していないか注意してください。
万一ガス接続口に通水した場合は機器は使用できません。機器を
交換するか、修理依頼してください。そのまま使用すると、ガス
漏れなどの重大事故となります。

¡ 機器が凍結するおそれのあるとき、試運転後長期間使用しないと
きは、取扱説明書の「冬期の凍結による破損予防について／水抜
きによる凍結予防」「長期間使用しないとき」の項に基づいて機
器の水抜きを行ってください。

※ 台所リモコンの場合、湯はりスイッチを押してから10秒
間、湯はり量が表示されます。その間に　 または　 ス
イッチを押して湯はり量を変更してください。
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お客様への説明14
¡ 取扱説明書によって、機器の取り扱いを説明してください。特に「安
全のための注意」の項をよく説明してください。

¡ この設置工事説明書と共に、取扱説明書（保証書付）を必ずお客様
にお渡しください。手渡しできないときは、ビニール袋ごとリモコ
ン付近などの目につきやすい位置においてください。

¡ 保証書は取扱説明書にありますので、必要事項（貴店名・施工日等）
を記入の上、取扱説明書と共にお客様に保管のお願いをしてくださ
い。

※凍結予防の水抜き
¡ 通水後、配管や機器内に残った水は、お客様が使用されるまでの期
間放置すると、凍結して機器が破損するおそれがありますので、完
全に水を抜きとってください。

¡ 水抜きは、湯はり運転が解除されている事を確認してから行ってく
ださい。

¡ 水抜き終了後に再度水フィルターの掃除を実施してください。

¡ 試運転が終わりましたら、すぐご使用になる場合を除きガス栓を閉
じ、取扱説明書に従って必ず水抜きを行ってください。

¡ この機器は常時約3Ｗの電力を消費しますので、す
ぐご使用になる場合を除き、必ず漏電ブレーカーを
抜いてください。

■湯はりのオートストップ機能の説明のポイント
1．リモコンの運転スイッチを押して「入」にします。
2．お湯はりスイッチを押してから、浴槽の給湯栓を開けます。
・ お湯はりスイッチを押すと、音声で「浴槽へお湯を入れる
準備ができました。ふろのお湯の蛇口を開いてください。」
とお知らせします。

〈ご注意〉
浴槽の給湯栓が混合水栓などの場合、水を混ぜない（水側のつ
まみを開けない）ようにしてください。設定湯量よりもお湯が
多くなるばかりでなく、湯はりの温度もぬるくなります。

3．設定した湯はり量になると、機器が自動的にお湯を止め、ブ
ザーと音声でお知らせします。「お湯はりが終わりました。ふ
ろの蛇口を閉めてからお湯はりスイッチを押してください。」

 このとき給湯栓から少量のお湯が出て、すぐ止まらないこと
があります。これは配管中のお湯が一時的に出る「後ダレ」
現象で、機器の故障ではありません。

4．音声に従って、必ず給湯栓を閉じてからお湯はりスイッチを
押して「切」にしてください。
〈ご注意〉
特に給湯栓を閉じ忘れると、その後お湯が使えなくなります
ので、必ず給湯栓を閉じていただくようお願いしてください。
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